
２０１９年５月１日 Ｒ Ｋ Ｋ 京 都 広 報 １ 

２０１９年（令和元年） 

第１３７号 

（５月１日） 

 
発 行 所：立正佼成会 京都教会 

発行責任者：渉外部長 田中規之 

編集委員長：渉外広報 植田恭司 

〒605-0041 京都市東山区三条東町 230 

TEL (075)762-2211  FAX (075)762-2266 

第 32回福知山お城まつりに参加 ～京都・福知山・滋賀・神戸の青年が集合～ 

 4 月 14 日、第 32 回福知山お城まつりが福知山市

内で行われ、福知山教会を中心に京都・滋賀・神戸教

会の青年部 65 名が纏行進を行い、お祭りを盛り上げ

ました。京都教会からも青少年9名が参加し、纏班で

お祭りを支えました。 

  

福知山教会での結団式で本園教会長は「32年前から

始まった歴史あるお祭りであり、それは福知山教会が

発足する前から、地域に根差し支えてこられたもので、

継続が大切です」と祭りを紹介。 

13 日のパレードでは教会から84名が行進し、それ

は参加団体の中で最大数だと披露されました。 

そして釈尊の教え

の一つ「縁起観」か

ら「今日の 65 名は

偶然ではなく必然に

集合したもの。天候

も偶然ではなく必然

です」と説かれ、ま

た「纏行進をする中

で仏さまの心になっ

ていくことが大切で

あり、今回の参加を

通して“学び”を得

る中にご守護が頂け

る」と心構えを述べ

られました。 

 
その後、発進地点に移動し行進出発。アーケード内

及び広小路通りを纏を振り、大声を発しながら行進す

ると、雨天にもかかわらず沿道からの注目を集めまし

た。 

行進後、福知山教会での手作りカレーによる食事会

で、労をねぎらいながら交流を深め、来年のお城まつ

りでの再会を約束し合いました。 
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令和元年、私たちは「勇気をもって 私らしく やってみよう」を実践して参ります。 

平安月報 
The HEIAN monthly report 
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今月のことば ～なぜ、苦しみが絶えないのか～ 伏見支部少年部育成責任者 村上悦朗 

「今月のことば」を担当させて頂きます、伏見支部少

年部担当の村上悦朗です。 

 今月のご法話を拝読させて頂き、「苦」と「苦しみ」

の違いについて、八苦はどれも「自分にはどうするこ

とも出来ない事」を示していると教えて頂きました。 

 私が今、直面している苦は「どうする事も出来ない

事」である「老いる」というものです。 

 １月２０日寒修行の初日に約束があり、寒修行に行

かず、約束の場所に向う時、近鉄電車に乗ろうとして

駅に行き、ホームに上がる時に何も障害物のない所で

転倒し、顔面を強打しました。このまま前に進めば転

ぶという認識の中でのことです。 

 仏さまは私に何を教えようとされたのか、石田支部

長さんにご指導を頂きました。ご指導は「内省ですね」

「内省が出来れば、お話に来てください」でしたが、

今現在、未だ内省が不十分であり、お話に伺っており

ません。又、他の支部長さんもご心配をして下さり、

林支部長さんからは「半眼の修行ですよ」ともご指導

を頂きました。 

開祖さまの日めくり説法の中に「理屈が達者で小賢 

しさばかりが目立つこの世で、他のために尽くす大愚

に徹するのが仏道」と教えて頂き、修行目標として日々

努めております。 

又思いどおりにならない事実を受け入れることがで

きないため、苛立ち、あくせくして苦しみを深くする

心のありようを戒めていこうと思っております。 

 過去、会員教育Ⅰを受講した際、講師の教務員さん

より、受講者の私達に「今、どの様な苦がありますか」

との問いかけがあり、ある受講者の方が「現在、苦は

ありません」とお答えになりました。私は「苦のない

人生なんてありえない」この方はどの様な人生を歩ま

れているのか疑問でした。 

ご法話で「直面した苦を苦しみへと増長させるので

はなくて苦との出合いは智慧に目ざめるチャンスであ

ると気づくことです」と教えて頂きました。 

 感情を交えなければ「無記」つまり善でも悪でもな

いとも教えていただき、苦から逃げずに、それをその

まま受け入れる覚悟を持てる様、修行精進してまいり

ます。ありがとうございました。                                   

合掌 

 

花まつり式典 ～クイズ形式でお釈迦さまの理解を深める～ 

少年部を対象とした「花まつり」が4月7日、京都

教会法座席で行われ、少年部 30 名が参加し、会員も

多数参拝しました。 

開式後、クイズ形式による「お釈迦さまって何をし

たの？」では子供たちにいろいろと問題を投げかけ、

回答していく中でお釈迦さまに親しみを持って頂きま

した。「お釈迦さまの本名は？」の問いに「鹿蔵！」と

答えた時は会場が大きな笑みと拍手に包まれ、それま

で以上に温かな雰囲気になりました。 

その後、新一年生の紹介、讃嘆文唱和、灌仏と続き、

佐藤教会長からお言葉を頂きました。 

  

  

 
 

佐藤教会長は、昨年とは違った画期的なセミナーの

ような花まつり式典になったことに、実行委員に感謝

しながら、お釈迦さまについてふれ「誰にも優しく、

我慢強く、いつもニコニコされていて、人の好い所を

ほめることが得意だった方とお聞きしている」と述べ、

私たちもそのように見習いたいと参加者に精進を促し

ました。 

式典の最後にパプリカを全員で踊って閉式となりま

した。式典後は、三条通りにおいて甘茶かけを通行人

に呼びかけ、お釈迦さまのお誕生をアピールしました。 
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ダーナの日 ～壮年総会を見据え、各支部手取りに取り組む～ 

4月 21日、今年で4年目となるダーナの日は、そ

れまでの交流法座ではなく６月の壮年総会を見据えた

各支部の手取り修行の報告会となり、各支部壮年部長

を中心に壮年部員が集合しました。 

壮年総会では、全国から集合される壮年部員と共に

手取り修行が企画されており、6 月を迎えるまでに継

続性を持って関わり合える関係づくりを目指し、支部

ごと目標をもって行動し、善きサンガの仲間を増やし

ていくことが今回の目的に設定されました。 

開式後、佐藤教会長はお言葉の中で、今までは本部

で行っていた壮年総会を今年は近畿１１教会が分散し

て受け入れ、6 月 29 日夕方から手取りに出かけると

説明。世界の人口が約７０億もある中で、ご法に触れ

ておられない方がほとんど。こんな素晴らしい教えが

あったのですかと言ってもらえる縁づくりに期待を寄

せられました。 

また、晩年の開祖さまのお言葉から「佼成会の教え

をしっかり守れば、みんな必ず幸せになれる。私はそ

う確信している」とおっしゃっておられたと紹介。こ

の道を進めば間違いないぞという私たちの力強い発信

力、リーダーシップを家族の長が示していくことの重

要性を説明されました。 

  

続いて会長先生の年頭ご法話を振り返り、胎教につ

いて解説。両親の精神状態が子供への影響について述

べ、親の心構えを話されました。父親の家長としての

どっしりと構えた存在が母親にも安心感を与え、家族

が安心して生活できる環境が、生まれてきた子供にも

大きな影響を与えるとまとめられました。 

最後に、町内会や地域の役に貢献し、佼成会の教え

に沿った行いをしていく中で、教団創立 100 年に向

けて人材育成をして頂きたいと期待を寄せられまし

た。 

その後、各グループで実践してきた手取り状況を報

告し合うと、笑顔の中にも白熱した様子が見られまし

た。各グループの発表では、留守宅に教会発足６０周

年のパンフレットを置いてきたこと、相手の立場にな

って話さないといけないと感じたこと、お役のお陰で

人とのつながりが出来たこと、ご本人に会うのが難し

いが、ご家族との会話も大事だと感じたこと、相手の

好みを知り相手に寄り添うことが大事だと感じたこ

と、他支部の手取りの仕方を知りたくて今回参加した

こと、訪問先の家だけが手取り先ではなく、近くの公

園や大型店舗のフードコートも手取り先として利用出

来ることなど、さまざまな発表があり参加者は熱心に

聞いていました。 

川崎壮年部長はまとめのあいさつで、ダーナ魂の冊

子を用い、そもそも布教とはさまざまな問題に直面し

ている方々に出向いて寄り添って仏の智慧をお伝え

し、その人の人生を応援することだと解説。壮年総会

に向けて支部での手取りの輪を広げて頂きたいと期待

を寄せ、締めくくりました。 

 

壮年花見会 ～曇り空の中、会話に華が咲く～ 

毎年恒例となった壮年部主催の花見会が 3 月 31

日、京都教会中庭で開催され、25 名の参加がありま

した。あいにく庭の桜は開花しておらず、また時折吹

く風が冷たく、一足早い雰囲気の花見となりましたが、

参加者は食事をとりながら、和気あいあいと日頃の活

動の情報交換を行いました。   

 

日常生活の中の仏教用語 ～えっ？こんな言葉も仏教が語源？～ 

言葉のルーツを知って仏教に親しみを持ちましょう。 

【難行苦行（なんぎょうくぎょう）】 

非常に苦労すること。 

「難行」「苦行」は、どちらも同じことで、苦しみなが

らのむずかしい修行をいう。これを二つ重ねることで、

苦労の程度が強調されている。 

 また、仏教の言葉には「難行道」というのがあり、 

自力で修行し、さとりを開くことを指す。 

「難行苦行の末、思いどおりの作品が仕上がった」な

ど、難行苦行には、自ら苦しみに向かっていくニュア

ンスがあり、苦しみが身にふりかかってくる「四苦八

苦」とは異なる。 

（「仏教早わかり百科～主婦と生活社～」から抜粋） 
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庭 野 日 敬 開 祖   法 話 集 ～開祖随感より～ 

「共に涙を流す友」 

青年時代は感受性が豊かで、ちょっとしたことで人

生がバラ色になるかと思うと、また、わずかなことで

絶望感に打ちのめされてしまいます。その感情の起伏

のはげしさ、鋭敏さが青年期の特徴で、それによって、

豊かな感情を育てて大人になっていくわけです。 

だれもが、一度は通らなければならない道なのです

が、その途中で、大きな痛手を負ってしまうことも、

ままあります。 

人生は楽しいことばかりというわけにはいきませ

ん。しかし、苦しみや悲しみにぶつかって初めて、人

は人生について真剣に考えるようになります。 

苦しみ、悲しみが大きいほど、人生を深く見つめら

れるようになるのです。そこで自分が成長できるか挫

折してしまうか……。 この心の波立ちがはげしい青年

時代にいちばん大事なのが、心を許してなんでも話せ

る真の友人を持つことではないでしょうか。 

涙は心を浄化し、苦しみや悲しみをも心の栄養に変

える力を持っています。肩を抱き合い、共に涙を流し

合う友だちを持つことほど、うれしいことはないと思

うのです。 

 

「青年の活力源」 

どうしたら青年が自分からやる気になってくれるん

だろう、と悩んでいる人がおられるのではないでしょ

うか。青年の自発的な活動の原動力は、この教えは、

どこのだれに説いてもぜったいに間違いない教えだと

いう確信です。 

自分はどういう存在なのか、どう生きるのが人間の

正しい生き方なのか、それが納得できると、青年はす

ばらしい力を発揮します。 

私が新井助信先生とめぐり会ったのは、二十八歳の

ときでした。その先生の法華経の講義をうかがって躍

り上がらんばかりの歓喜を覚えたのですが、それは、

「ここにあらゆる苦を解決できる道があった」という 

感動でした。それから私は新井先生のお宅へ日参し、

それこそ一年三百六十五日、盆も暮れも休まずに先生

の講義を聞き続けたのでした。 

いまの時代を生きる青年たちの日常生活に合わせ

て、三法印（さんぽういん）から始まって四諦（した

い）、八正道（はっしょうどう）、十二因縁（じゅうに

いんねん）、六波羅蜜（ろくはらみつ）と順序を踏んで、

きちんと説いてあげれば、「これこそ現代のあらゆる人

の苦しみを解決できる道だ。現代の世界を救う道だ」

と分かってもらえます。 

そうなったら、青年はじっとしていろと言われても、

じっとしてなどいられなくなるのです。 

 

「総願と別願」 

物や自由はふんだんにあるけれども、社会も世界も

先行きどうなるのか分からないという時代ほど、青年

の生き方が難しい時代はないでしょう。 

先ごろ『青少年白書』が出されましたが、街頭での

インタビューを聞いてみると、高校生は、ただ大学へ

行くことだけで何を勉強するのかは考えていない。大

学生は、卒業して将来安心な企業に就職することだけ

で、どんな仕事で自分の役割を果たすのかは考えてい

ない。そういう人が大半だったといいます。 

仏教では、総願と別願の大切さを教えています。総

願とは、なんのために人は生きるのかという大目的で

す。別願とは、その人、その時の願いともいえましょ

う。 

松下幸之助さんは、傘下の企業を合わせると数十万

人という社員を抱える会社を築かれた方ですが、「人間

として生まれたら、人間としての成功が大事。自分は

まだまだだ」と言っておられたそうです。 

自分の人生の目標をしっかりつかむと、人は行動が

変わってきます。それによって性格も変わってきて、

偉大なエネルギーが噴出してくるのです。  

（つづく） 

 

５～６月の主な教会行事 ●メッセージ 

5 月 1日(水) 

4 日(土) 

10 日(金) 

15 日(水) 

19 日(日) 

6 月 1日(土) 

2 日(日) 

4 日(火) 

10 日(月) 

15 日(土) 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

10:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

朔日参り 

開祖さまご命日 

脇祖さまご命日 

釈迦牟尼仏ご命日 

こころひとつにフェスティバル 

朔日参り 

教会発足 60周年式典 

開祖さまご命日 

脇祖さまご命日 

釈迦牟尼仏ご命日 

5月を迎え、新元号「令和」の時代が始まりました。

4 月には平成 30 年を振り返るテレビ番組や上皇陛下

の 30 年の歩みが特集されるなど、ご覧になった方も

多いと思います。特に上皇陛下におかれましては「常

に国民と共に」「国民に寄り添う」というお言葉を耳に

することがありました。被災地に直ちに飛んで行かれ、

寄り添われるお姿を拝見すると、被災地以外の者でも

救われた気持ちになった方も多かったに違いありませ

ん。本当に日本国民の慈父と慈母のように感じます。

私たち自身、少しでも倣っていきたいと思います。 


